
むらからくにへ 変化の過程を探ろう！ 

６年社会科「縄文のむらから古墳のくにへ」 
 

１ 目 標 

・遺跡の様子や地図などの資料を活用して、当時の生活の様子や大和朝廷による統一の様子について理

解できる。                                 （知識・技能） 

・資料から分かったことをもとに当時の様子を考え、世の中の変化を考えている。 

（思考・判断・表現） 

・人々のくらしや大和朝廷による統一について、追求し、当時の様子に迫ろうとすることができる。 

                                （主体的に学習に取り組む態度） 

 

２ 子どもの実態 

本学年の子どもたちは、資料から必要なことを読み取る力をもっている子が多く、資料から分かること

を数多く見つけ出すことができる。一方で、読み取ったことからその理由を予想し、自分の考えをもつこ

とに苦手意識をもっている子が少なくなかった。そこで、日本の政治の考え方と仕組みの学習では、学習

の最後に模擬選挙を行い、それぞれが候補者の意見を吟味し、本当に任せられるかを考えた。自分の意見

をもって投票することにより、国民の一人一人が責任のある１票を投票することの大切さに気付くこと

ができた。課題を自分事としてとらえ、自分の考えに自信をもつことができた子も少なくない。しかし、

子どもたちは一面的な考えにとらわれていることが多く、様々な角度、立場から物事を捉える力が十分と

は言えなかった。今後は、歴史上の事象を学ぶ中で、他面的、多角的な見方を養っていきたい。 

 

３ 単元観 

 本単元を通して、複数の資料を読み取り、友達と意見交流をしながら、根拠を明確にして自分なりの考

えられる場面を設定する。縄文時代のむらのくらしから、弥生時代を経て、古墳時代のくにへと変わって

いく様子を学習するなかで、学習のふり返り【まなふり】を、それぞれのくらしの様子を自分の言葉でま

とめるように書かせ、１時間の学びを整理させたい。その上で【ふりふり】を行い、縄文時代と弥生時代

の生活の変化を比べ、くらしが大きく変化した理由について、発展を支える食料生産に関わる視点を獲得

できるようにしたい。また、今後の生活の変化について予想を立てさせることで、次時への関心を高めら

れるようにしたい。 

 古墳時代、大和朝廷の成立の学習では、古墳が多い土地や朝廷の力の広がりを、地図資料を使って学習

する。古墳作りに参加した人たちの人数の多さや、平野部に多いことから、米作りと関連させて当時の様

子を考えたい。終末には【ひろふり】を行い、現在の生活との違いや、学習で得た見方・考え方を整理し、

自分の変容や、できるようになったことに気づけるようにしたい。 

 

４ 単元計画 

時間 学習活動 意図・工夫 

１ 縄文時代のくらしについて知ろう 

・三内丸山遺跡について知る。 

・出土品から、縄文時代のくらしを考える。 

・遺跡や出土品の写真、縄文時代の１年が分か

る資料から、縄文時代の人々の生活について

考えられるようにする。その際、「狩猟」や



【まなふり】 

縄文時代の生活について、縄文人になった

つもりで心のつぶやきを書こう。 

「採集」をキーワードにする。 

・安定して食料が確保できなかったことに気

付かせ、次時へつなげられるようにする。 

２ 弥生時代のくらしについて知ろう 

・板付遺跡について知る。 

・出土品から、弥生時代のくらしを考える。 

【まなふり】弥生時代の生活について、弥生

人になったつもりで心のつぶやきを書こう。 

・縄文時代との変化を確認しながら、弥生時代

の生活について考えられるようにする。 

・米づくりの様子が分かる資料から、「米づく

り」がさかんに行われるようになったこと

を読み取れるようにする。 

３ 縄文時代から弥生時代のくらしの変化につ

いて考えよう【ふりふり】（本時） 

・縄文時代、弥生時代のくらしをふり返り、

それぞれの生活についてまとめる。 

・時代が進むにつれ人口が増加したことを知

り、前時までの学習や資料からその理由を

考える。 

【まなふり】時代とともに変化したくらしに

ついてふり返り、今後どうなっていくかを予

想しよう。 

・学習をふり返り、それぞれの時代の生活の違

いを意識しながら、なぜ生活が変化したのか

について根拠をもとに話し合う。 

・「米づくり」が生活を大きく変化させたこと

に気付けるようにする。 

・これまでの時代の流れをふまえて、今後どの

ようにくらしが変化していくのかについて

考える。 

４ どのようにむらからくにへ変わっていった

のか考えよう 

・米づくりの広がりによって、むらがどのよ

うにくにへと発展したのか調べる。 

【まなふり】前回の予想と比べながら、驚き

や新たな発見をまとめよう。 

・それぞれの時代の想像図を比較しながら、人

口以外にも変化したところはないか考える。 

・それぞれの時代の想像図、吉野ヶ里遺跡や出

土品の写真から、むらからくにへどのように

変化したか読み取る。 

５ 古墳について調べよう 

・古墳について資料から分かることを発表

し、古墳づくりの目的や意味について考え

る。 

【まなふり】古墳づくりの良い点、悪い点を

それぞれ考えて書こう。 

・古墳づくりの想像図から、王や豪族が力を誇

示するために、大きな古墳を作ったことに気

付けるようにする。 

６ 大和朝廷の広がりについて調べよう 

・大和朝廷の力がどのように広がり、国土が

統一されたかを調べる。 

【まなふり】大和朝廷の力が広がっていく様

子で、一番驚いた意見を理由と共に書こう。 

・大和朝廷の力の広がりが分かる資料から、ど

のように国土が統一されたか、話し合いなが

ら予想する。 

７ これまでの学習をふり返ろう 

・当時の人々のくらしと、現在のくらしを比

べながら縄文時代から、大和朝廷の成立まで

の学習をふり返る 

・これまでのふり返りを見返し、自分がこれま

でどのように考えを変化させたり、新しい見

方・考え方を身に付けられたかをふり返れる

ようにする。 



５ 本時の目標（３／７） 

・狩猟や採集を中心としたくらしから、米作りを中心としたくらしへの変化について理解することがで

きる。                                    （知識・理解） 

・人口の増加とくらしの変化を関わらせて考え、食料生産の重要性について話し合っている。 

（思考・判断・表現） 

・食料生産と人口の変化を、関連づけて考えようとしている。     （主体的に学習に取り組む態度） 

 

６ 本時の構想【ふりふり】 

まず、縄文時代と弥生時代の学習をふり返ることで、今までの学びを整理する。その際、キーワードと

なる、「狩猟」「採集」や「米づくり」を意識させたい。途中で、時代と共に変化した生活に伴い、人口が

爆発的に増えたことを示し、その理由はなにか、自分たちのふり返りから根拠を見つけ出させることで、

食べ物が安定して手に入るようになったからであると気付くことができるだろう。また、本時の学習をふ

まえて、次時の学習への意欲を高めるために、単元の終末には、時代が進んで行く中で今後どのような変

化が起きるか予想させたい。 

 

７ 準備 

 縄文時代と弥生時代の人口分布図、縄文時代のくらしの様子の絵、弥生時代のくらしの様子の絵 

 

８ 本時の流れ 

時間 学習活動 留意点など 

０ 

２ 

 

 

 

 

９ 

 

○めあてと本時の学習内容を確認する。 

○前時までに学んだ縄文時代のくらしについて

ふり返る。 

・「狩猟」「採集」をして生活していた。 

・安定して食べ物を得ることができなかった。 

○前時までに学んだ弥生時代のくらしについて

ふり返る。 

・「米づくり」が始まった。 

・食べ物を保存できるようになった。 

 

・初めに自分のふり返りを読み、これまで

どんな学びがあったか思い出させる時間

を取る。 

・前時までのふり返りを把握しておき、キ

ーワードを中心に、いろいろな意見が出

るように意図的に指名をする。 

１６ ○時代の変化に伴い、人口が爆発的に増えたこ

とを知り、人口の分布図、それぞれのくらしの

予想図などの資料を示し、なぜ人口が変化し

たのかについて考える。 

・栄養がある「米」を安定して作り、保存するこ

とができるようになったから。 

・人々をまとめる指導者が現れ、協力すること

ができるようになったから。 

・食糧を確保するための道具が発達してきたこ

とにより、たくさん取れるようになったから。 

・指導者のもと、協力して「米づくり」を

行うこと、発達した道具を使うことで、

安定して食糧を得ることができるように

なったことに気付かせる。 

・次時へとつながる、むらやくに同士の争

いについて気付いた児童の意見を取り上

げ、その理由を考える時間をつくる。 



 

９ 板書計画 

 

３５ 

 

 

 

 

 

 

 

４０ 

４５ 

○学習をふり返る。 

・「米づくり」が広がるとともに、安定して食糧

を生産できるようになった。これからは、もっ

と人口が増えていくと思う。 

・指導者が生まれ、協力して作業ができるよう

になった。でも、人が住む地域がだんだんと広

がり、隣り合う指導者同士で争いが起きるか

もしれない。 

○ふり返りを発表する。 

・困っている児童には、「○○になったか

ら、△△ができるようになった。これか

らは…」という形で書かせ、根拠を明確

にしながら変化をまとめられるようにす

る。 

 

 

 

 

・本時をふまえ、次時につながる考えが書

けている児童を２～３人指名する。 

めあて 縄文時代から弥生時代のくらしの変化について考えよう    これからは…  

                                ・もっと人口が増える 

                                ・もっと大きなむらができる 

                                ・争いが起きるかも？ 

                                ・縄文のむら× 

 

〈縄文時代〉        なぜ？                  〈弥生時代〉 

・狩猟や採集       ・栄養がある米を作れるようになった     ・米づくり 

・食べ物が安定しない   ・道具が発達してきた→たくさん収穫     ・弥生土器 

 →冬の食べ物×     ・指導者が生まれ、共同作業をするように   ・新しい道具 

・縄文土器        ・米が保存→食料の心配なくなった      ・むら 

 

人口の 

分布図 

くらしの 

想像図 

人口が増えた！ 


